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①
男
女
の
平
等
感

　「
社
会
通
念
・
習
慣
」「
社
会
全
体
」「
職

場
や
就
労
の
機
会
」「
政
治
の
場
」
に
お
い

て
、
多
く
の
人
が
男
性
優
遇
と
感
じ
て
い
ま

す
。
ま
た
す
べ
て
の
項
目
に
お
い
て
、
男
性

よ
り
女
性
の
方
が
男
性
優
遇
と
感
じ
る
割

合
が
高
く
、
多
く
の
女
性
は
あ
ら
ゆ
る
分
野

で
性
別
か
ら
く
る
不
平
等
を
感
じ
て
い
る

と
言
え
ま
す
。

②
男
は
仕
事
、
女
は
家
庭

　
男
性
は
「（
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
）同
感
す

る
」
割
合
が
、
女
性
は
「（
ど
ち
ら
か
と
い

え
ば
）同
感
し
な
い
」
割
合
が
高
く
、
女
性

の
方
が
、
こ
の
よ
う
な
固
定
的
性
別
役
割
分

担
に
否
定
的
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

③
女
性
の
社
会
参
画
、
男
性
の
家
庭
・
　

　
地
域
生
活
へ
の
参
画

　「
子
ど
も
が
で
き
た
ら
職
業
を
や
め
、
大

き
く
な
っ
た
ら
再
び
職
業
を
も
つ
」
と
い
う

働
き
方
が
男
女
と
も
に
最
も
支
持
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
「
子
ど
も
が
で
き
て
も
、
ず

　
昨
年
五
月
か
ら
七
月
に
か
け
て
、
市
民
お
よ
び
市
職
員
を
対
象
と
し

た
「
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
意
識
調
査
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
調
査
結
果
か
ら
抜
粋
し
、
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
　
　
　
　

市
民
・
職
員
意
識
調
査
の
結
果
概
要

⑤
男
女
の
平
等
感

　
男
女
の
平
等
感
に
つ
い
て
は
、「
社
会
通

念
・
習
慣
｣
「
社
会
全
体
」「
政
治
の
場
」

「
職
場
・
就
労

の
機
会
」「
家
庭

生
活
」
で
『
男
性

優
遇
』
と
感
じ
る

人
が
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、

市
民
意
識
調
査
と

同
様
に
、
す
べ
て

の
項
目
に
お
い
て
、

女
性
は
男
性
よ
り

も『
男
性
優
遇
』と

感
じ
て
お
り
、特
に

「
政
治
の
場
」「
法

律
や
制
度
上
」で
性

別
に
よ
る
感
じ
方

の
違
い
が
大
き
く

な
っ
て
い
ま
す
。

④
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、

　
Ｄ
Ｖ（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
）

　
職
場
・
学
校
・
地
域
で
何
ら
か
の
セ
ク
シ
ュ

ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
受
け
た
人
は
、
女

性
で
六
割
強
、
男
性
で
約
三
割
と
な
っ
て
い

ま
す
。
女
性
で
は
「『
女
の
く
せ
に
』『
女
だ

か
ら
』と
差
別
的
な
言
い
方
を
さ
れ
た
」「
体

を
触
ら
れ
た
」
が
高
く
、
と
も
に
三
割
を
超

え
て
い
ま
す
。

　
Ｄ
Ｖ
に
つ
い
て
は
、
女
性
の
７
・
１
％
の

人
が
配
偶
者
か
ら
、
２
・
７
％
の
人
が
恋
人

か
ら
「
暴
力
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
（
受
け

て
い
る
）」
と
回
答
し
て
い
ま
す
。
受
け
た

暴
力
の
内
容
で
は
「
身
体
的
暴
力
」
が
最
も

高
く
、
次
い
で
「
精
神
的
暴
力
」
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
暴
力
を
受
け
て
も
「
相
談
し
よ

う
と
は
思
わ
な
か
っ
た
・
相
談
し
な
か
っ

た
」
割
合
が
半
数
を
超
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、

Ｄ
Ｖ
が
潜
在
す
る
傾
向
に
あ
る
こ
と
が
う

か
が
わ
れ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
男
女
共
同
参
画
に
向
け
て

　調査対象　　平成19年５月現在、18歳以上の市民2,000人（男
　　　　　　　女各1,000人）。無作為に抽出。
　調査期間　　平成19年５月29日～６月15日
　調査方法　　調査票による本人記入方式。郵送配布・回収。
　回 収 率　　全体49.6％（女性63.2％、男性32.9％）

　調査対象　　市職員（特別職・嘱託職員・再任用
　　　　　　　職員・再雇用嘱託職員・臨時的任
　　　　　　　用職員を除く）
　調査期間　　平成19年７月13日～７月27日
　調査方法　　調査票による本人記入方式
　回 収 率　　全体49.5％（女性53.2％、男性45.4％）

市民意識調査

職員意識調査

問
い
合
わ
せ
　
市
民
参
画
課
男
女
共
同
参
画
推
進
担
当
　
緯
映
２
０
２
３

①男女の平等感について（市民）

②「男は仕事、女は家庭」についての考え方（市民）③女性が仕事をもつことについての考え方（市民）ト、ＤＶについて（市民）

⑥
男
は
仕
事
、
女
は
家
庭

　
全
体
で
は
「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば（
同
感

し
な
い
）」
割
合
が
、
市
民
意
識
調
査
に
比

べ
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
、
性
別
に
よ

る
違
い
が
大
き
く
、
女
性
で
は
約
七
割
が

『（
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
）
同
感
し
な
い
』

と
回
答
し
て
い
ま
す
。

⑦
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

　
女
性
職
員
の
　
・
8
％
、
男
性
職
員
の
　
・

43

25

6
％
が
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

に
あ
た
る
何
ら
か
の
行
為
を
職
場
で
受
け
た

こ
と
が
あ
る
と
回
答
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

そ
の
際
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
女
性
、
男
性

と
も
に
「
何
も
し
な
か
っ
た
」
が
最
も
高
く
、

被
害
が
潜
在
化
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

⑤男女の平等感について（職員）

「男は仕事、女は家庭」についての考え方（職員）

⑦セクシュアル・ハラスメントについて（職員）

　「ユキエ」は、アメリカ・
ルイジアナを舞台に、日々
薄れゆく記憶と懸命にた
たかう妻と彼女を励まし
愛し続ける夫の物語。
（脚本・新藤兼人／監督・松
井久子／出演・倍賞美津子、
ボー・スベンソン、ジョー・
クレスト、羽野晶紀　ほか）
■日時　３月15日（土）午前

10時30分～午後０時３分、午後１時30分～３時３
分　■会場　上宮川文化センター３階ホール　
■定員　当日先着100人

　毎日食べている食品は、本当に安
全といえるでしょうか。そんな、食
に対する不安が、広まっています。
　2002年、雪印食品の牛肉偽装を告
発した体験を通じて、「食の安全」に
ついて一緒に考えてみましょう。
■日時　３月19日（水）午後２時～４
時　■会場　上宮川文化センター
３階ホール　■講師　西宮冷蔵社
長・水谷洋一氏　■定員　先着100 
人　■申し込み　電話かファクス

　　　　　　　　　　 で、①講演会名②氏名③住所④電話
　　　　　　　　　　 番号を上宮川文化センターへ

　凍てつく中国の大地に取り残され、侵
略者の子どもとして苦難の人生を歩んで
きた残留日本人孤児の人々。
　祖国日本への帰国が始まって20余年、
彼らは今どのように暮しているのか。
■日時　３月12日～19日（16日除く）午前
10時～午後７時　■会場　上宮川文化セ
ンター３階大会議室　

問い合わせ　上宮川文化センター　緯22-9229/FAX22-1659

ヒューマンライツシアター「ユキエ」 講演会　「食品偽装と闘う」人権啓発展示会

祖　国　よ

中国「残留日本人孤児｣ はいま

水谷洋一氏撮影／宗景正氏

５

ウィザスあしやフェスタ

 女 と
ひと

 男 　未来に向かって　アクション！
ひと

っ
と
職
業
を
続
け
る
方
が
よ
い
」
も
比
較
的

高
く
、
女
性
が
仕
事
を
も
つ
こ
と
に
つ
い
て

肯
定
的
な
意
見
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、「
男
性
は
、
も
っ
と
家
事
、
育

児
、
介
護
な
ど
の
家
庭
生
活
や
地
域
活
動
を

に
な
う
必
要
が
あ
る
」
と
い
う
考
え
に
つ
い

て
は
、
約
六
割
の
人
が
「
同
感
す
る
」
と
回

答
し
て
い
ま
す
。

男女共同参画センターからのお知らせ

ゆっくり本を読む　一時保育つき大人の読書タイム

　家事や育児に追われるなか、たまにはゆっくり読書タイムを過ご
しませんか。お子さんは保育室でお預かりします。情報コーナーの
図書や資料など、読みたい本を手にとって大人の読書の時間をお楽
しみください。
■日時　３月24日（月）午前10時～正午　■会場　ウィザスあしや　
■対象　子育て中の親（祖父母も含む）と子ども（２歳から就学前の
幼児）　■一時保育　子ども８人（１人につき300円）　■申し込み　
３月３日（月）から電話または窓口で、住所・氏名・電話（ファクス）
番号・子どもの名前・生年月日を上記へ。先着順で受け付け。

講座「自分の身は自分で守ろう！セルフディフェンス」

　痴漢、ひったくり、暴漢・・・何となく「自分は大丈夫」と思っ
ていませんか？　いざという時のために、女性インストラクターを相
手に護身術を実践的に学ぶ講座です。。　
■日時　３月24日（月）午後１時30分～４時30分　■会場　上宮川文
化センター・ホール　■講師　インパクト関西公認インストラクター
■対象　女性15人　■一時保育　２歳以上就学前の子ども８人（１
人につき300円）３月17日（月）までに要予約。　■申し込み　はがき・
電話・メール・ファクスに氏名・住所・電話（ファクス）番号、一時
保育は子どもの名前・生年月日を明記し、３月14日（金）必着で上記へ。

女性相談

【相談予約電話　緯38-2022】～専門の相談員が相談に応じます～

○女性の悩み相談＜要予約＞　

■日時　３月７・14・21・28日（金）午後１時～４時
■内容　夫婦・家族関係、心の悩みなど
○暴力（ＤＶ）に関する相談＜要予約＞

■日時　３月５日（水）午後１時～４時
■内容　夫や親しい関係にある男性からの暴力（ＤＶ）

展示のお知らせ　ウィザスあしやフェスタのグループ展示

■日時　３月８日（土）午前10時～午後３時
　　　　３月10日～28日・午前９時～午後５時（土・日・祝を除く）
■会場　ウィザスあしや、ラ･モール芦屋２階通路

男女共同参画センター通信紙「ウィザス」編集委員を募集

■任期　平成20年４月～21年３月　■募集人数　若干名

問い合わせ　男女共同参画センター　緯38-2023/FAX38-2175
(〒659-0092　大原町2-6　ラ・モール芦屋２階)
Ｅメール　josei-@city.ashiya.hyogo.jp

♪♪♪♪♪公民館音楽会♪♪♪♪♪

六車智香おしゃべりコンサート
　■日時　３月21日（金）午後１
　時30分～３時　■会場　ルナ・
　ホール　■出演　六車智香
　（ソプラノ）、金子正樹（ピアノ）
　■内容　私が街を歩く時、さ
　くら横ちょう、からたちの花
　ほか　■参加費　500円　■
　定員　先着600人　■申し込

　　　　　　　　み　直接会場へ

問い合わせ　公民館　緯35-0700/FAX31-4998(〒659-0068　業平町8-24)

公 民 館 の 催 し

■日時　３月８日（土）午前10時～午後２時30分　■会場　ウィザス
あしや、ラ・モール芦屋１階アトリウム　■内容　【お祭り広場】午
前10時～正午（紙芝居、かるた、牛乳パックでおもちゃ作り、クイズ、
手作りコマ、射的）／【うた・歌・ひろば】午後１時～２時30分（コー
ラス、歌とギター演奏、みんなで歌おう）／【バザー】午前10時～正
午／【展示】（共同制作、グループ展示）／【朗読】午前10時30分～10時
50分「おかあさんの木」大川悦生作／【ディベート＆ディスカッショ
ン】午前11時～午後０時30分／【喫茶】午前10時30分～、売り切れ次第
終了（コーヒー、紅茶、サンドイッチ、おにぎり、ケーキなど）

問い合わせ　男女共同参画センター　緯38-2023

　４月１日から、④午後７時30分
放送分の時間が変更になります。
　その他４回分の放送時間に変更
はありません。
■現在の放送時間

　午後７時30分開始の枠
■変更後の放送時間

　午後７時開始　

市広報番組

放送時間変更のお知らせ

問い合わせ
広報課　緯38-2006

　「
朗
読
」
と
も
「
一

人
芝
居
」
と
も
違
う

一
人
語
り
。　「
一
人

語
り
」
と
は
作
品
を

解
釈
し
な
が
ら
一
人

で
語
る
新
し
い
表
現

方
法
で
す
。

　
新
派
の
作
品
を
題

材
に
、
明
治
の
愛
と
現
代
を
浮
き
彫
り
に
語
る
口
演
。

日
　
　
時
    三
月
十
七
日（
月
）

　
　
　
　
　
午
後
二
時
～
午
後
三
時
三
十
分

　
　
　
　
　
＊
午
後
一
時
三
十
分
開
場

講
　
　
師
    雑
誌
「
上
方
芸
能
」
代
表
・
木
津
川
計
氏

会
　
　
場
    ル
ナ
・
ホ
ー
ル

受

講

料
　
五
百
円

申
し
込
み
　
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
芦
屋
川
カ
レ
ッ
ジ
特
別
公
開
講
座

木
津
川
計
の
一
人
語
り
劇
場
（
新
派
篇
）

■
日
時
　
三

月
二
十
八
日

（
金
）午
前
十

時
～
十
一
時

時
三
十
分
　

■
会
場
　
市

民
セ
ン
タ
ー

四
〇
一
室
　
■
講
師
　
 辻
ク
ッ
キ
ン
グ
顧
問

教
授
・
為
後
喜
光
 氏
　
■
定
員
　
先
着
百
二

十
人
　
■
申
し
込
み
　
は
が
き
か
フ
ァ
ク
ス
で

上
記
へ

春の公民館講座・開講記念講演会

食への楽しみ

公民館・文化セミナー

六甲山全山縦走
あれこれ

■日時　３月８日（土） 
午前10時～11時45分　
■会場　市民センター
401室　■講師　六甲
山全山縦走市民の会会
長・中島龍氏　■定員
先着120人　■申し込み
直接会場へ

人形劇と影絵劇を楽しもう

■日時　３月26日（水）午前10時～11時30
分　■会場　市民センター音楽室　■出
演　人形劇団 「六」ほか　■内容　糸あ
やつり人形「トムトムとオオカミ」ほか
■対象　幼児および小学生低学年（保護
者同伴可）　■申し込み　はがきかファ
クスで３月17日（月）までに上記へ　

芦屋病院公開講座

■日時　３月８日（土）午後２
時～３時30分　■会場　市民
センター401室　■内容　い
まの病気、むかしの病気　■
講師　姫野誠一芦屋病院院長
■受講料　200円　■申し込
み　直接会場へ

　
意
識
調
査
で
は
「
女
性
が
働
き
続
け
る
た

め
に
必
要
な
こ
と
」「
男
女
平
等
の
社
会
に

必
要
な
こ
と
」「
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実

現
に
向
け
て
重
点
を
置
い
て
ほ
し
い
施
策
」

な
ど
の
質
問
で
、
女
性
、
男
性
い
ず
れ
も
育

児
・
介
護
等
と
仕
事
の
両
立
を
支
援
す
る
施

策
を
求
め
る
回
答
が
多
く
み
ら
れ
ま
し
た
。

市
民
・
職
員
意
識
調
査
の
結
果

　「
男
は
仕
事
、
女
は
家
庭
」
は
当
然
、
と
す
る
人
は
市
民

で
は
男
性
　
・
３
％
に
対
し
女
性
　
％
。
職
員
で
は
男
性

55

41

　
・
４
％
に
対
し
女
性
　
・
１
％
。
多
く
の
働
い
て
い
る

43

20

男
性
は
「
男
は
仕
事
、
女
は
家
庭
」
で
な
い
と
、
片
や
働

く
女
性
は
こ
れ
で
は
働
き
続
け
て
い
け
な
い
と
い
う
こ
と

で
し
ょ
う
。

　
少
子
高
齢
化
の
下
で
の
女
性
の
働
き
へ
の
期
待
と
、
女

性
の
社
会
参
画
へ
の
意
識
の
高
揚
、
さ
ら
に
共
働
き
の
一

般
化
、
男
性
の
過
労
へ
の
反
省
等
か
ら
ワ
ー
ク
･
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
が
提
唱
さ
れ
な
が
ら
、
男
性
に
も
女
性
に
も
現

実
は
な
お
厳
し
い
で
す
。
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
が

国
の
最
重
要
課
題
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
六
割
強
の
男
女
が

「
女
性
が
仕
事
を
も
つ
」
こ
と
に
積
極
的
な
本
市
で
、
そ

れ
に
係
る
施
策
の
展
開
は
、
市
民
の
参
画
と
協
働
と
共
に
、

ひ
と
え
に
市
政
担
当
者
の
、
こ
の
時
代
と
向
き
合
え
る
深

い
問
題
意
識
に
負
う
こ
と
大
と
考
え
ま
す
。
全
体
の
七
割

近
く
が
「
男
性
優
位
」
と
す
る
「
政
治
の
場
」
も
決
し
て

他
所
事
で
は
な
く
、
そ
の
問
題
へ
の
取
り
組
み
は
、
個
々

の
生
活
に
最
も
近
い
市
政
の
現
場
か
ら
は
じ
ま
る
こ
と
で

し
ょ
う
。

　
　
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会
委
員
長
　
高
島
進
子

【パソコン講習会】

■日時　３月13日（木）午後１
時15分～３時15分　■会場　
市民センター217室　■内容
グリーティングカード作り　
■受講料　500円　■対象　
パソコンを持参できるかた先
着16人　■申し込み　はがき
かファクスで上記へ
【パソコンコーナー】

■日時　３月21日（金）午前10
時～11時30分、午後１時～３
時　■会場　市民センター展
示場　■内容　名刺・シール
作成、簡単なパソコン相談　
■申し込み　直接会場へ

④セクシュアル・ハラスメン

為後喜光氏

六車智香

木津川計氏

⑥

３
月

放送時間
〔30 分〕芦屋市広報番組　あしや30サーティーmin.

※「J:COMスペシャルデー」のため、３月20日の④の放送はありません。
■番組に関する問い合わせ　広報課　緯38-2006　■CATV全般に関する問い合わせ
㈱ケーブルネット神戸芦屋(J：COM)カスタマーズセンター　錆0120-13-8160

① 8 :00

②11:30

③16:00

④19:30

⑤22:30

※ビデオ
　テープ
　貸出可

芦屋の動き　　　商工会「芦屋検定」実施
芦屋市政キララ　交通事故急増！　右、左、後ろの確認を。
トピックス　　　あしやＮＰＯセンター
　　　　　　　　　特定非営利活動法人　認証披露式典
　　　　　　　　公民館子ども教室　
　　　　　　　　　バレンタインクッキー作りと簡単おやつ
お知らせ　　　　第20回芦屋さくらまつり
芦屋の中の世界　芦屋市立公民館にほんごがっきゅう
ドラマサーティ　ねんきん特別便物語
市民の時間　　　知ってますか？町でみかけるこんなマーク


